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古，典の中の入とからだ（3）
出エジプト記の中から
平 沢魑一…郎＊1）・臼井永男＊2）
Man　and　Body　Described　in　the　Ciassics　（3）
　　　　　　　Man　and　body　described　in　the　EXODUS
Yaichiro　Hi｝〈AsAwA　and　Nagao　Usui
ABSTRACT
　　　Before　the　g’reat　leading　character　of　the　1＄raelites　named　Moses　appearc．d　in
ExoClus，　Yahwe　worl〈e（／l　to　keep　alive　call　the　creatures　on　the　earth　which　1－le　had
created　out　of　the　disordered　universe．　Amoi）g　them　were　a　man　and　a　wemai’Mvho
God　made　in　his　own　image．
　　　Moses　wa＄　always　Liikder　the　cofitrol　of　”it“ahwe，　as　if　grasped　firm｝y　1）y　the　haRdE
of　God．　That　is　ho“r　God’s　leve　w・as　revealed　to　AGoses．　A！Kl　the　lsraelites　followiRg
AGoses　we｝’e　also　williBg　to　receive　it　with　a　humble　mind，　just　as　Moses　did．
　　　In　Exodus，　the　word　‘hand’　is　u＄ed　a＄　many・　as　gt，）　times，　includiitg　refereikces　to
God，　Moses　and　people　of　lsrael．　Some　other　words　relating　to　the　life　of　humaa！3
beings，　stich　as　‘life’　（9　tin）es），　‘to　clie’　（20　tin’ies），　‘to　1〈ill’　（18　tin3es）　are　also　tig．ed
宅here．
　　　It　is　in　‘Tei3　Commandments’　that　Yahwe　skows　the　moral　code　to　be　obeyecl　by
those　who　believe　iik　Him　and　live　with　Him．　Those　commandments，　give｝3　to　Mose＄
by　Gocl，　comfu’m　that　the　ab＄olute　ruler　to　lead　us　is　Jahwe，　the　Creator．
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3お前は，わたし以外の，いかなるものも神とするな。
粥前は，自分のために，偶像を造るな．上は天，下は地にあるもの，また地の下
の水の申にあるものの，いかなる形も造るな。
5またそれに頭を下げるな。それに仕えるな。お前の神，主であるわたしは，嫉妬
の神だ．わたしを憎む者には，父の罪がその子に報いて，三代四代に及ぼし，
6わたしを畏れ，わたしの言に聴き従う者には，恵を与え，千代に至る．
7お前は，お前の神，ヤハウェの名を，勝手にするな。ヤハウェは，その名を勝手に
口にする者を，断乎としてゆるさない。
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8安息日を守れ．そしてこれを聖とせよ．
9六日間働き，しかも全力投球で励め．
10七日目は，ヤハウェの安息日．だから一切の仕事をするな．お前はもとより，お
前の伜，娘，男奴隷，女奴隷，家畜，またお前の門の中にいる他の国の人も，そ
のようにせよ．
llヤハウXは，六日のうちに，天と地と海と，またその中の一切のものを造って，
七日囲に休んだからである．そこで，ヤハウェは，安息日を祝って，聖とした．
12お前の父と母とを大切にせよ．これはお前の神，ヤハウXが下さった地で，お前
が長く生きるためである．
13お前は，人を殺すな．
14お前は，姦淫をするな．
！5お前は，泥棒をするな．
16お前は，隣りにいる人のことについて偽証するな．
17お前は，隣りの人の家を欲深くほしがるな．お隣の人の女房，男奴隷，女奴隷，
牛，ろば，はもとより，すべての隣りの人のものに手を出すな．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対訳）
1．はじめに
　出エジプト記The　BOok　of　Exodusは，聖書ないしその等一一一一“区分である律法Law，
穐油　（トーラー）v毎ogにおいて，創世記に続く第二番目の書である．ここには神
ヤハウ・　Yahweh，　Jahweh，趣鑓の自己顕示をはじめ指導者モーセ禮捻，Mosesの選
び，イスラエルの民のエジプトからの解放（出エジプト），シナイ山での神と民との契約，
十戒をはじめとする古い法集などが含まれ，旧約宗教の中核的信仰の原事実が記されてい
る．この点からも本書の重要性は明瞭であり，本稿においてこの書の中から「人とから
だ」について検索することの意義は亦きわめて深いものであると考える．
　本書の名称である「出エジプト記」とは，旧約聖書の最古のギリシャ語訳（いわゆる七
十人訳Septuagint）で名付けられた書名’Eeoδo⊆（eζAlγ6解Oo）：脱出（エジプトか
らの）に由来する．この書名はウルガタVulgataで採用され，邦語に及んだ．しかし，
この書名は本書の重要な部分ではあるが，最初の15章の内容を表示するにとどまる．
　ヘブル語聖書では，慣例にしたがって本書の最初の2語をとって名称とする．すなわ
ち，　踊拶　禮鞘　〔さてこれらは……名である〕，または省略して　踊拶　〔名〕が用い
られる．この名称が内容を表わすものでないことは言うまでもない．
　さて，関根正雄訳「出エジプト記」（岩波文庫）から，「人とからだ」に関する文字を拾
い合げてみた．その結果，67種類が283回にわたって使用されていることがわかった．
そこで本書の内容分解表を作り（表1），その内容に従って用語が何回使用されているか
をまとめてみた（表2）。これらの作業から，使用されている用語は大きく次の三つに分
類された．
　　1．身体各部位の用語
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2．生命に関する用語
3．からだの状態を表わす用語
　本書で「身体各部位」に関する用語として最も多く使用されているものは「手」（95
回）である。神の撰すなわち神の愛がまずモーセという一人の「人」をしっかりとっかま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　もろてえる。モーセはその愛の手に対して，両手をさしのべて受ける。さらに，神の手は，モー
セに従うイスラエルの人々にもさしのべられる。その人々は，モーセと同じようにそれを
受けつつ，エジプトを脱出する。もとより本書で使用されている「手」は，目で見ること
の出来る「手」と，目に見ることのできない「愛の手」が述べられている．これらは主と
して本書の前半に出てくる。
　つぎに，本書の中心的内容として「十戒」というシナイ契約と法がその後半に述べられ
ている．そこには，「生命にかかわる用語」，すなわち「生命」，「殺す」，そして「死ぬ」
が多く用いられている（48回）．さらに，「流産」，fつんぼ」，「癩病」などの「からだの
状態」に関する用語が多く用いられていることも（49回），本書の特長の一つを表わして
いるといえよう．
表1　出エジプト記の内容分解表
A エジプトにおける圧制と出エジプト（脱出） 1：レ15：21
（王） イスラエル人圧迫とモーセ誕生 1：レ2：10
（2） モーセの召命とパロの交渉 2：11－7：7
（3） 十の災禍 7：8－11：10
（4） 過越の祭・種入れぬパンの祭り
?qに関する規定その他
12：1－13：16
（5＞ 脱出・海の奇蹟・勝利の讃歌 三3：1㍗15：21
B 荒　野　彷　裡 15：22－18：27
（6＞ 飢え・渇き・戦い 15：22－17：16
（7） エテロの来訪 18：1－27
C シナイ契約と法 19：1畷0：38
（8） 神顕現・十戒 19：1－20：21
（9） 契約の書 20：22－23：33
（10） 契約の批准 24：1－18
（11） 祭儀的指示集その他 25：レ31：18
（12＞ 背教と契約更新 32：1－34：35
ω 祭儀的指示の実施その他 35：レ40：38
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H．用語の使用箇所〔表2　（1＞～〈12）〕
（1）イスラxル圧迫とモーセ．誕生（！1～2　10）
章と節
1－5
－6
－！5
－16
暖7
－！8
畦9
一20
－21
2－2
－7
一一X
使　　絹　　箇　　所
ヤコプの胎から出た考ばかり70人
その世代の者はみな死んだ
ヘブライ入の産婆
生れる子の股の所を見て
しかし産婆たちは神を恐れ
エジプトの王が産婆たちを呼んで
すると産婆たちがパロに欝つた
産婆が来る前に生んでしまうのです
そこで神は産婆たちを恵み深くあしらわれた
産婆たちが神を恐れたので
その女は身ごもって，男の子を生み
ヘブライ女たちの中から乳母を呼んできましょうか
この子の乳をやってくれるでしょう
わたしのためにこの子に乳を飲ませておくれ
そこで女はその子を連れていって，乳を飲ませた
（2）モーセの召命とパ覆の交渉（211－77＞
章と節
????????? ?｝???｝???????｛?…???｝?「???????????
???????????
一6
使　　購　　箇　　所
このエジプト人を打ち殺し，砂中に埋めた
エジプト人を殺したようにわたしを殺そうというのか
モーセを殺そうと
エジプトの王は死んだ
鱈の足から靴をぬげ
そこでモーセはその顔を隠した
鍵き広き地，乳と密の流れる地にいたらせようとして
乳と密の流れる地にいたらせよう
ヤハウェがわれわれにお姿を現されました
力ある手が加わらなければ
それでわたしは手をのばして
空手で立ち去ることはないであろう
霧の手にあるものは侮だ
鴛の手を伸ばして，その罷をつかめ
　　　　のモーセが手を伸ばして，それをつかまえると
その掌の中で杖になった
霜の手を愚の懐に入れよ
モーセが手を懐に入れて，それから取り出して見ると
自分の手が癩病で雪のように白くなっていた
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一7
一9
－10
－ll
一12
－15
一16
－17
－19
－20
－21
－23
－24
－25
一26
－30
－31
5－3
一13
－21
6－1
一6
－8
7－4
－5
君の手を懐にもどせ
　　　　ゆ　　　　　　り彼がその手を懐にもどして再び
懐から取り出して見ると
またもとの彼の肉に帰っていた
ナイル川からとった水は乾いた地で血に変るであろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
わたしは口重く，舌重き者なのです
人の口を造った者は一体誰なのだ
　　　　　　の人をおしにしたり
つんぼにしたり
目あきにしたり
目くらにしたりする者は誰なのだ
わたしが君の口とともにあり
言葉を彼の［コに入れよ
わたしは君の五
二の口とともにあり
彼は君の口となり，君は彼に対して神となるだろう
君はこの杖を手にとるがよい
君の命を求めた人々はみな死んだから
　　　　　　　　　　リモーセは神の杖をその手にたずさえていた
わたしが君の手に与えたすべての不思議を忘れないで
　　　　　　　　　　わたしは君の長子を殺そう
彼を殺そうとした
チッポラは尖った石を取ってその子の陽の皮を切り
モーセの脚に触れさせて言った
あなたはわたしにとってハサン・ダーミーム（血の割礼を受けた入）です
割礼を受けた者のことであった
　　の民の目の前で多くのしるしを行なった
彼らの苦しみに目をとめられたことを聞いて
?
身をかがめて，礼拝した
ヘブライ人の神がわれわれにお姿を現されたのです
　　　　　　　の　　　　彼がわれわれを疫病か剣で打つことのないように
酷使する者が尻べたをたたいて
あなた方はパロの目と
その僕たちの眼にわれわれを不評判にした
われわれを殺すための剣を彼らの手に与える結果になった
　　　　　　　ゆまことに力ある手の故に
　　　　力ある手の故に
　　　　　　伸ばされた腕と大いなる審判をもって
　　　　のわたしが手を上げて
　　　　　　のわたしはわが手をエジプトに加え
わたしがエジプトの上に手を伸ばし
（3）十の災禍（7　841　10）
章と節 使
? ?
所
7－15 　　　　　　　　　oﾖに変った杖を君の手にとって
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一17
一19
一2e
一21
8－1
－2
－15
－22
9－3
一8
一9
一10
－11
－15
　一22
　－33
10－2
　－3
　－6
　－12
　－21
　－22
　－25
　－28
　－29
11－2
　－5
わたしはわが手にある杖で
ナイル川の水を打ち，水を血に変わらせる
右の手をエジプトの水の上に伸べよ
そしてそれらを血とならせよ
木々や石にも血があるであろう
パロとその僕たちの眼前でナイル川の水を打った
するとナイルの水はみな血に変った
血はエジプトの全土にあった
杖をもった君の手を
そこでアロンは手をエジプトの水の上に伸べた
あれは神の指です
　　　　　サ　　　のあなた方の眼前でささげるなら
ヤハウェの手が
　　　　　　の　　　りはなはだ重い疫病を生ずるであろう
君たちは両手に一杯
モーセはそれをパロの眼の前で
　　　　　　　の　　　のエジプト全土で炎症をおこし
はれ物を生ずるであろう
はれ物による炎症をおこした
その炎症がすべてのエジプト人と同じく
今すぐわたしはわが手を伸べて
　　　　　　ゆ　　　の蓉と君の罠を疫病で打ち
翼の手を天に向かって伸ばし
掌をヤハウェに向かってひろげた
鷺の子と孫の耳に
君はわが前に身をかがめることを
彼は踵を返して
君の手をいなごのために
君の手を天に陶かって伸べ
モーセがその手を天に向かって伸べると
われわれの手に与えて下さい
　　　　　　　　　のわたしの前にお前は死刑だ
再びあなたの顔を見ることはありますまい
民の耳に告げて
みな死ぬであろう
（4）過越・種入れぬパンの祭り・首子に関する規定その他（12　H3　16）
章と節 使 用
?
所
?
12－11 腰に帯をし
o
足に靴をはき
?
杖を手にもって
ゆ
一27 罠は身をかがめて礼拝した
o
一33 みな死んでしまう
●
一3娃 マントに包んで肩に背負った
o
弓6 エジプト人の霞に
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一44
－48
13－1
　－3
　－5
　－9
一12
－14
－15
一16
割礼を施し
　　　　　　　の　　　りすべての男子は割礼を受け
　　　　の　　　り　　　りすべての無割礼の者は
すべての胎を開くものは
　　　　　　むヤハウェは強い手をもって
乳と蜜の流れる地に
　　　　　　　　　　リヤハウエの律法がお前の口にあるように
それがお前の手にある徴しとなり
お前の目の問の覚えとなるように
何故なら強い手をもって
君は胎を開くすべてのものを
奴隷の家から強い手をもって
?
殺された
平すべての母の胎を開く雄のものを
お前の手にある徴しとなり
お前の目の間の覚えの徴しとなるべきである
何故なら強い手をもってヤハウェは
（5）脱出・海の奇蹟・勝利の讃歌（1317－1521）
章と節
13－19
14－8
　－10
　－ll
　－12
　－16
　－21
　－26
　－27
　－30
　一31
15－6
一8
－9
－10
－12
－16
－17
－20
使　　用　　箇　　所
モ間隔はヨセブの骨を一緒に携えていた
ここからわたしの骨を一緒に携えて上って賛いたい
高らかなみ手によって出たのである
パロが近づくとイスラエルの子らは目を上げた
荒野に死なせようとするのか
荒野で死ぬよりも
　　の君の手を海の上に伸ばして海を分け
モーセが海の上にその手を伸べると
君の手を海の上に伸べて
　　　　　　　　　　　モーセが海の上にその手を伸べると
　　　　　　　　　　　　リイスラエルをエジプト人の手から救った
　　　　　の海の岸辺に死んでいた
大いなるみ手を見た
　　　　右のみ手は，ヤハウェよ，力によってさかえ
右のみ手は，ヤハウェよ，敵を砕く
　　　　　　　　　　　のあなたの鼻の息によって，水逆立ち
　　　わが手は彼らを断とう
あなたは息を吹かせた
　　　　　　その右のみ腕をのべると地は彼らを呑んだ
み腕の大いなる力の前に
　　　　の主よ，み手が備え給うた聖所である
ミルヤムは手に鼓をとった
（6）飢え・渇き・戦い（1522－1716）
古典の中の人とからだ（3＞ 97
15－26
16－3
！7－5
　略
　一9
　－11
一12
畦4
－16
彼の眼に正しいことを行ない
エジプトでわたしが下した病気を
われヤハウmは書の医者であるからだ
ヤハウェの手にかかって死んだ方がましだった
あの杖を手に取って行くのだ
イスラエルの長老たちの眼前でそのように行なった
神の杖をわが手に持って
モーセがその手をあげている間
彼がその手を下すと
モーセの手が疲れてきたので
モーセの手を支えた
モ一斗の手は不動であった
ヨシュアの耳に欝いきかせよ
手をヤハウェの軍：旗につけよ
（7）エテmの来訪（18　レ27）
章と節 使　　用　　箇 所
o　　　◎
18－7 低頭し，彼に接吻し
⑫
一9 イスラエルをエジプト人の手から救い出された
o
一10 彼は書たちをエジプト人の手と
o
パロの手から救い出された
o
エジプト人の手の下から救い出された
（8）神顕現・十戒（19　1－20　21）
章と節 使　　用　　箇 所
o
19磯！ すべての民の眼の前で
o
一12 必ず死なねばならない
9
遜3 手がそれにふれてもいけない
o　　　　o
あるいは射殺され
●　　　o
生命を全うするものはない
O　　　　o
一2！ 彼らのうちの多くの者が死ぬことがないように
o
一22 祭耕たちもその身を堅めよ
o
20磯3 殺してはならない
塗　　　辱
一！9 われわれが死ぬことのないために
（9）契約の書（2022－2333）
章と節 使
?
箇 所
●
20－26 君の裸がその上で見えることのないためである
?
21略 主人が彼の耳をきりでさし通さなければならない
o　　　　■　　　　●
一12 人を打ってその者が死んだ時は
o
打った者は必ず死ななければならない
⇔　　　峰　　　　o
一13 たくらんで殺したのでなく
o
彼の手にたまたまそうさせた
98
一14
一15
－16
一17
－18
－20
－22
一23
－24
一25
一26
一27
　一28
　－29
　－3e
22－1
一2
　一7
　－IO
　－18
　－24
　－26
23－1
　－3
　－7
　－8
　－13
　－19
　－26
一27
－31
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隣人を殺そうと
?
死なしめなければならない
父または母を打つ者は必ず死ななければならない
手もとにおいている
　　の必ず急ななけれぼならない
必ず死ななければならない
死にいたらず
その手の下で殺した
人々が喧嘩をして，妊娠している女にぶつかり
流産させ，しかしその他の損害はない時
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　り損害が生じた場合，生命には生命をもって
の　　　　　　　　　　む
目には目を
歯には歯を
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
手には手を足には足を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
火傷には火傷を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生傷には生傷を
り　　　の　　　　　　　　　　ロ　　　　
打傷には打傷をもって償うべきである
人がその奴隷の眼を打ち
あるいは女奴隷の眼を打ってそれをつぶした時は
その眼のゆえに
もしその奴隷の歯
女奴隷の歯を折った場合は
その歯のゆえに
　　　の突いて死なせた時は
その持主も死ななければならない
人の命の償いとして
　　　　　　　の　　　　　　　の　　　ゆ見つかって打ち殺された場合は
　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その血の責任は打ち殺した者にはない
血の責任が生じる
　　　　　　　　の盗んだ物の代りに身を売らねばならない
隣人の持物にその手をつけなかった
その手を隣人の所有物につけなかったかどうか
　　　　　　　　む獣と寝る者は必ず死ななければならない
　　　　　　の　　　の君たちを剣で殺し
彼の膚の上につける
君は悪人に手をかして
　　　　　　　む訴訟で強い者の肩を持ってはならない
　　　　　む面しい者を殺してはならない
賄いは眼あきを盲目にし
その名が君の口から聞こえてはならない
　　　　　む　　　　その母親の脂肪で
の　　　　
流産する女
　　　　　
石女はいなくなるであろう
君のすべての敵にわたしは背を向けさせよう
君たちの手に与え
古典の中の人とからだ（3＞ 99
（io＞契約の批准（24　レ18）
章と節 使　　溺 箇 所
24畦0
@－11
@岐7
　　　■ｻのみ足の下には　　　　　　　　　o
Iばれた者の方へみ手は紳ばされることはなく　　　　　　　　　o
Cスラエルの子らの眼に
（ll）祭儀的指示集その他（25　Y31　18）
章と節 使　　用　　箇　　所
25－20
　－25
28－8
　畦2
　－29
　－30
一一R2
－35
一38
一41
－42
　一43
29－6
　－7
　－9
一10
－15
－19
－20
一24
　一25
30－11
　－15
　－16
　－19
　－20
　　ゆその顔を互いに向けあい
霜はそのまわりに手はばのわくをつくり
エポデを身につけるためのバンド
彼らの名前をその両方の肩につけ
子らの名前を胸の所の
　　　　ゆアロンの胸の所にあリ
ヤハウエの前にたえずその胸に持ち運ばなければならない
その真中に首を通す口をつくり
この上衣を勤めのときに身につけ
そうすれば彼は死ぬことはない
こうしてそれはアロンの額にあり
その花形はたえずアロンの額にあり
その手を満たして
彼らの裸を蔽うために亜麻布のズボンをつくれ
それは腰から
ひざまでとどかねばならない
そうすれば彼らは罪を負って死ぬことはない
その頭にターバンをかぶらせ
注ぎの油をとって彼の頭にかけ
鷺はアロンの手と
その子らの手を満たさなければならない
　　のその手を子牛の頭におかなければならない
　　　　　ゆ雄牛の頭に手をおき
アロンとその子らは手を雄牛の頭に
アロンの右の耳たぶと
その子らの右の耳たぶ
および彼らの右手の親指と
右足の親指につけ
アロンの掌と
その子らの掌の上におき
それらのものを彼らの手からとって
おのおのがその生命の贈い代をヤハウエに献ぐべきである
その生命を腰うため
彼らの生命を駿うであろう
その手足を洗わなければならない
そうすれば死ぬことはない
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一21
　一31
31－14
一15
－17
－18
彼らは手足を洗わなければならない
　　　　　の　　　　そうすれば死ぬことはない
　　の人の肉にそれを注いではならない
それを漬す者は必ず死ななければならない
その者の生命はその民の間から
安息日に工をなすすべての者は必ず死ななければならない
7日目に休んで，いきをつかれたからである
神の指で書かれた石の板
働　背教と契約更知（32　1－3435）
章と節
32－2
　－3
　－4
　－ll
　－15
　－19
　－24
　－27
　一29
33－3
　－4
　－6
　－10
　一王1
　－12
　－14
　－15
　－19
一20
　一22
　－23
34－4
　－9
　－19
　－26
　－29
一30
－33
使　　嗣　　箇　　所
息女たちの耳にある
耳につけていた金の耳輪
アロンは彼らの手からそれを受けとって
大いなる力と強きみ手をもって
　　　その手に2枚の板を持っていた
手にもっていた板を投げつけ
それをその身からはずして
おのおのその腰に剣を帯びよ
おのおのその兄弟，隣人，親族を殺せ
その身をヤハウェに献げよ
乳と蜜の流れる地へと
誰も飾りを身につけなかった
その飾りを身につけなかった
その天幕の平野で身をかがめて礼拝した
　　　　　　　　　　　　　　　友と語るように顔と顔をあわせてモーセと語られた
山で彼らを殺し
わが顔がともに行くであろう
あなたのみ顔がともに行き給わないなら
君の顔の前を通らせよう
ヤハウェの名を君の顔の前に呼ばわり
君はわが顔を見ることは出来ない
人がわが顔を見て
　　　　　わたしの手で君を蔽う
わが手を除き
その手に2枚の石の板を
わたしがあなたの眼に恵を得たのなら
すべて始めて母の胎を開いたものはわたしのものである
その母の乳で
その手にあったが
自分の顔の膚が光っているのを知らなかった
　　の　　　　　　　の
その顔の膚が光っているので
彼はその顔にヴェールをかぶった
一一R5
　　　　　　　　　古典の中の人とからだ（3＞
　　　　さモーセの顔を見ると
　　　　サ　　　の　　　のモーセの顔の膚は光っていた
再びその顔にヴェールをかぶるのであった
！0！
㈱　祭儀的指示の実施その他（35　1－4038）
if’　mraeserffr＝＝sc＝ma－nt－nv一一一nvwm－venv＝’pm
35－2
　－25
37－12
39一一5
　－9
40－3i
　一一38
　　　　　　　　　　　　　りすべてその日に工をなす者は死ななければならない
女は自らの手で紡ぎ
さらにそのまわりに二二のわくをつくり
　　　　サエポデを身につけるため
　　　　　　り　　　りその長さは1手織
　　　　　ゆ　　　りその幡も1手煽
　　の　　　　その手足を洗うためであった
　　　　　　　　　サ　　　のイスラエルの全家の眼前に
唖．身体各部位の名称と使用回数〔表3・U）～（7）〕
（1）頭部位における名称と使用回数
…部　位 使　　用　　箇 所 ? ?
頭 3　　　　脅A雛、 （rδs） Kε甲α届 head 2
29：6， 29：7
低頭 18：7
?
額 hX鴇　7　騨 （mを乞sach） 　’rετω箕OV forehead 2
28：38， 28：38
顔 ぴ沿　　0　7 （pamm） 　　’･ρ0σωπOV 絵ce
3：6， 10：28， 10：29，　25：20，33：11，　33：U，33：14，
33：15， 33：圭9， 33　：！9，　　　33　：20，　　　33：2◎，　34129，34：30，
18
3娃：33， 34：35， 34：35，　34：35
???
賛蒙 （ぐ　　　　ひaym） 6③eαλμ6く eye 7
5：21， 12：36， 13：9，　13：！6，14：！◎，　21：24，21：24
眼 霞 Cayi！蓬） 6（騨eαλμ6q eye 7
5：21， ！5：26， 2！：26，　21：26，21：26，　24：17，34：9
開の前 拶 Cavi難），　　鋼 ・蹴謝侮nayi！n） 7
4：30， 7120， 8：22，　9：8，17：6，　19：！1，40：38
闇をと 細断　鯛　7 （Rabat） 惹μβλ加ω ＄ee 1
める 壌：3！
o? 1群 （フ　oze捻） 　ザO0q ear 6
10：2， 1！：2， ！7　：！4，　　　21　：6，　　　32　●。2，　32：3
耳たぶ 　嶋鼾ﾟ箱　　　　　　謄 （宅el瓢kδzen＞ lobe
? 2
29：2◎， 29：20
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?
び魯替　●　　輔　　脚 （’appayim） 簸ose 1
15：8
〔コ 門iコ　OP● （peh） 　　’ﾐτoμα mouth
4：10， 4：11， 4　：　12，　　　　4　：15， 4：15， 娃：15， 4：16， 9
13：9， 23：13
? 　o喧c （sh6論） 6δ06⊆ tooth 5
21：24，21：24，　21二27，　21：27，21：27
? ll吻（lash6a） γλlbσσα tongue 1
4：10
?
．　　　　●
ﾑ欝「 （r6§h） Kεφαλぬ head 1
28：32
（2）体幹部における名称と回数
部　位 使　　用　　箇 所
?
数
肩 　　　●n⊃響　（shekem）　噂6寧　＝
P2　：34，　　　23　：3，
　ケﾖμoq
Q8：12
shoulder 3
胸 ユラ　　（玉eb）十「「コO　’。　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
Q8　：29，　　　28　：30，
（segor）　　K6λ爪0（；
@28：30
heart 3
懐 P、難　（cheq）
S　：　　6，　　　　4　：　　6，
　　　　K6λ鴛oq
S　：　7，　　　　4　：　7，
bosom
｡：7
5
? 　　　o鴻W（℃reph）　　じ
Q3：27
　周uωτ0く back 1
腰 「ユ＝（yarek）
P2　：　11，　　　28　：42，
　　　　　，　　　　　　’@　　　　oσΦ珍⊆
R2：27
　　．翌≠撃唐 3
胎 Qm　（rechem）　o・◎　　　　．o．
P　：　　5，　　　13　：　　2，
　　　　KO毛λ1α
P3　：＝L2，　　　13　：15，
　womb
R4：19
5
股 1：16 1
尻 5：13 1
尾 ココτ　（zanab）　77
S：4
　，　　　　’
nOρα taiI
1
陽の皮
S：25
foreskl琵 1
（3）上肢部における名称と使用回数
部　位 使　　用　　箇 所 回
?
腕 o凱「τ（zer6a紀）　：一6　：　6，　　　15　：12， 　βραx〔ωv
P5：16
arm 3
?
「｝　（yad），局；∋（kaph）
R　：19，　　　　3　：20，
S　：　6，　　　　4　：　6，
　　　’@　 （ε毛ρ
R　：21，　　　　4　：　2，
S　：　7，　　　　4　：　7，
ha漁d
S：4，
S：17，
4：4，
S：20，
4：6，
S：21，
古典の中の人とからだ（3） locg
5：21， 6：1， 6：1， 6：8， 7：4，　　7“．5ラ　　7’● 15，
7：17， 7：！9， 8：！， 8：2， 9：3，　　9“．15， 驚9實22，
10：！2， 10：21， 10：22， 10：25， 12：！！，　13’．3，　13．，
??
！3：9， 13：！4， 13：玉．6， 圭3：16， ！418，　！4’．16，　14?21， 95
14：26， 14：27， 1娃：30， 14：31， ！5：6，　15“．6，　15．喩
??
15：！7， 15：20， 圭6：3， 17：5， 17：9，　17．．！1，　17’・ 11ラ
17：12， ！7：12， 17：12， ！7：16， 18：9，　18辱．10，　！8‘? 10，
！8：1◎， 19：13， 21：13， 21：16， 21：20，　2！：2嘆，　21σ● 24，
22：7， 22：10， 23：！， 23：31， 24：！！，　25¢．25，　28●唇 41，
29：9， 29：10， 29：15， 29：19， 29：20，　29’．25，　3◎‘， 19，
30：21， 32：4， 32：11， 31：15， 32：！9，　33：22，　33
?
23，
34：違， 34二29， 35：25，40：31
?
「1（頭d），殖（kaph） 〉（εゆ
「
ha籍d 4
4二4， 9：33， 29：2護， 29二24
?
手幅 銭函鴇　隔　㌦． （⑩Phach） ha捻d’s　breadth ?
25：25， 37：12， 39：9， 39：9
?
ジコメ8　需　壽　。骨” （’etsba’） ttlmb
4
8：15， 29：20， 29二20， 31：18
（4）下肢部における名称と使用回数
｝　部　位 使　　用　　箇 所
? ?
脚
》酒撃　、，
S：25
（rege1）
1
ひざ 鴇こ
Q8：42
（yゑr6k） 　　’ｬpo⊆ k三儀ee ?
踵 10：6 ?
足
，力、　撃　㌔働
R：5，
R◎：21，
（regel）
@12：11，　21：
@護〇二31
　’浮O0⊆
Q4，　21：24，
　∫oO宅
Q4：20， 29：20， 30：19， 9
（5）生命に関する用語の回数
｝部　位 使 用　　箇 所 圏　数
死ぬ ハ粕 （mgth） ＆窪oevhσKω die
1：6， 2：23， 4：19， 慧：5， 12：33， 1護： 1！， 14：！2， 20
14：30， 三6：3， 20二19， 21：12， 21：18， 21：20， 22：18，
28：43， 30：20， 30：21， 3三：14， 31：15， 35： 2
殺す め斉　轍マ （h護rag） うαπOKτε毛〉ω
?
S£r三ke
1：！6， 2：12， 2：14， 2：14， 2：15， ●4．23， 4：24，
5：21， 13：15， 19：12， 21：12， 21：14， 21：20， 21：29，
18
22：2娃， 23：7， 32：12， 32：27
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馬
生命 響潮　。．9撃 （nephesh） 　　　　’ｵDXη 1ife
4：19， 10：28，　21：33， 21：23，　30’．11，　300， 12，　30．瞥 15， 9
30：16， 31：14
（6）からだの状態を表す用語の回数
部　位 使　　用　　箇　　所 圃　数
病気 糎弓ρ（machalah）　　　v6σo⊆　　　　　　sickness
P5　：26，　　　23　：25
2
妊娠 湾rlζτ　（harah）　　　　　σDλλαμβ（支Vω　　　　　　　preg陰a獄t
Q1：22
1
流産
Q1　：22，　　　23　：26
2
石女 、鯉（ラ　　　　りaqa「）　　　σ顧poく　　　　barren
Q3：26
1
割礼 漁め　（rn創）　　　πεP毛τoμ貢　　　　circ媛mcisi。n
S　：25，　　　　4　：26，　　　＝L2　：44，　　　12　：48，　　　12　：48
5
おし 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
S：11
1
つんぼ
S：11
1
目あき 口姦1孕　　（P圭qqζ…ach）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　clear－sighte（i
S　：　11，　　　23　：8
2
目くら 「脚　（τiwwer）　　　　　　　　　　　blind
o　：11，　　　23　：　8
2
癩病 　　●＃n（me§δ・aC）　　λ脈ρα　　　disease
S：6
1
疫病 「義（debe・）　　　λ・しμ6⊆　　　pestile・ce
T　：　3，　　　　　　9：　3，　　　　9：15
3
炎症 　●n診峯｝㌢凄婆　（’aba喝bα6th）　　　　　　　　　　　　　　　　　fester
@9　：　9，　　　　9　：10，　　　　9　：二Ll
3
はれ物 　　　6
X　：　9，　　　　9　：　10，　　　　9　：11
3
身ごも 穐ぴ（harah）　　σDλλαμβdvω　　　C・nceive
Q：2
1
火傷 下津　（kewiyy護h）　　　　　　　　　　　　　　burn
Q1　：25，　　　21　：25
2
生傷 瑠孚（petsaり　　　ゆλωΨ　　　　w幟d
Q1　：25，　　　21　：25
2
打傷 湾腫xコ亡1　　（chabbar含h）　　ττληγA　　　　　　　　　　　b「uise
Q1　：25，　　　21　：25
2
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（7）その他の用語の回数
部　位 使　　用　　箇 所
? ?
神の姿 3：18， 5＝3 2
医者 　　，ﾓ、 （rope）　　　 healer 1
15：26
産婆
ハ油粕　、・。・9輔　＝
（mevalledet）　　「　　　　　　…　　　　　　　… 勘ldwl艶 7
1：15， ！：17，　　1’．18，　　1：19， 1：19，　　1：20，1：21
乳母 三二 （凱饒qe⇔　　　　　　… wet一燕雛rse 1
2：7
慈、
???
（r霞ach） 　　　鮮･vε○μα b至as£
3
三5：8， 15：1◎，　31●． 7
?
m、診　丁　　竃．・● ぐeruah）÷、励　　　　　　　　　丁　7（b護sar） prlva艶par宅 2
20：26， 28：42
血 濃胃　7 （dam） 　セｿ畢α blood
4：9， 4：25， 違：26，　7：17，7：！9，　　7：19， 7：20， 10
7：21， 22：1，　22．．2
Q 鐸
?
「響滋　　㌢ （bdsar） σωμα 飛esh 2
4：7， 30：32
骨 QX楚　●’　㌦， ぐetsem） bo臓e 2
13：19， ！3：19
o
?
、、獄 ぐδr＞ σdpζ body ?
22：26
●
?
「口囲　「P　鱒 （b展s護r＞ 飴sh
19：22， 22：2，　28’。8，　28：35，32：24，　32：29，33：塁， ！0
33＝6333：10，　39嘲’．5
身をか
ｪめる 4二31， 12：27
2
乳 三口　7　？ （c熱謎ab） γdλα m三lk
2：7， 2：9，　　29。 ，　　3：8， 3：17，　13：5，23：19， 9
33：3，34：26
互v．考
?
　「出エジプト記」の中で，「人とからだ」に関わる文字を全部拾いあげたところ，283箇
所に使用されていることがわかった。この数多い文字の中に，ギリシャや近世の「から
だ」にあたる語がない。これは一体何を意味するのであろうか。つまり，このことから，
fからだjという考えもヘブライにはなかったことになるのであろうか。この問題は余り
にも大きくまた深渕であるe
　七十人訳のギリシャ語に　繭騨　「からだ」と訳されたヘブライ原語を，本書の中から
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拾おうと試みたが全く見当らなかった。さらに興味あることの一つに，「人」と記されて
いる語は「息」を意味する　吻～　（nephesh）が用いられていることである（12：151
回のみ）。本書の中の　吻1　は，15：8，15：IO，31：17に使用されており，そのいず
れも「息jである。また，本書の中には「人間」という語もない。「からだ」や「人間」
にあたる語がないのに，身体の一部たとえば　rly（Or）「膚」（22：26），　『》
C6reph）「背」（23：27），あるいは「ひと」の肉の面である　、吻　（basar）「肉」（4：7，
30：32）などの名称があることも亦きわめて興味深いことである。
?
齢
祈りを表わす手，ハゾル出土，前13世紀？
　また，名称の中で圧倒的に使用回数の多い「手」は，前述のように，あるいは「神対人
間」を堅く結ぶという一点で本書の特徴の一つと言えるのかも知れない．しかし，やはり
本書の主人公は「モーセ」であり，その中心は，「神の罵言」と「十戒」である．さらに
その「契約の書」における身の毛もよだつような一句一句「生命には生命をもって」，「目
には目を」，「歯には歯を」，「手には手を」，「足には足を」，「火傷には火傷を」，「生傷には
生傷を」，そして「打傷には打傷を」（21：23－25）は，「人」と「からだ」の神に対する刑
罰の極致を表わす。これはいわゆる人間相互の相対的な倫理道徳の規範ではない．あくま
でもこれらは，神の一方的な愛による生きた「命令書jであることは言うまでもない。
V。あとがき
　F・JamesのPersonalities　of　the　Old　TestarReRt（1963）の冒題には，次のようなま
ことに興味深いことが掲げられている。
　モーセ〔前13世紀？〕
　奇蹟がありうると信ずるなら，歴史の分野と複雑な現代世界における次の二つこそ，そ
の名に価いしよう．一つはユダヤ人である．紀元70年以来おのが祖国をもたず，全地に
散らされ，すべての国民と混合しながらその特性を持ちつづけ，あらゆる地で寄寓者とし
て生き長らえ，常に差別され，しぼしば迫害され，それが，今日ですらなお世界のここか
しこで，おそらくは単に惰性のためでなく強烈であるが故につづいている，という状態に
ありながら，どこにいても充実し，進歩的，積極的，天才的な一勢力に数えられている，
というこの現象は史上類例がない。
　もう一つはユダヤ教で，これによりこの民がこの民でありうるその宗教である。この二
つはその起源を「ひとりの人」にまでさかのぼる。
　もう一つ，この二つよりはもっと驚くべき事実がある。それはイスラエルから出た，し
古典の申の入とからだ（3＞ ！e7
たがって同じ人に由来する世界的宗教，キリスト教である．第4の事実もつけ加えられよ
う．イスラムすなわちモハメッドの民の宗教は，同様に究極的にはこの人すなわちモーセ
にまでさかのぼりうる（p．9～p．　10）．
　人間モーセの探究のための主要な資料は，国書の最古の二文書である．つまり，「ヤハ
ウェ資料」（」資料B℃．850？）と「エwヒム資料」（E資料B．C．750？）が，モーセに関
する最古の伝承を含んでいる．また，「出エジプト記」は，「創世記」の場合と同じよう
に，これら二つの資料の他に「祭司資料」（P資料B．C。450？）が複雑にからみ合って現
在の形をとっている．ここで資料問題を取り上げるのは，「出エジプト記」の主人公であ
るモ一気という人材が，果たしてどんな「人jであったかということと，すべての離弁に
も打ち勝ってゆくために，どのような「からだ」の持ち主であったかという史実性を把握
しなければならないからである。
　一般的にわれわれのもつモーセ像は，かれはエジプト人を打ち殺し，井戸のかたわらで
エテロの湿たちに助けられ，与えられた使命に対して神と論争し，要求をひっさげてパロ
の前に出，紅海に面してその民に安全を保証し，エテロと話合い，一日中すわったままで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の民の訴えをさばき，神に会うためにシナイに上ぼり，石の板を打ち砕き，金の牛を粉砕
し，その礼拝者への決定的な刑罰を執行し，民のために執りなし，民のため食物と水を見
出し，アマレクに対しやむことのない聖戦を命じ，たび重なる反乱に激怒する，などであ
る。
　神は，「一人の人モーセ」を召命したと本書は記す。かれにとって，「召命」とは一体何
だったのであろうか．神にひきつり出されては神の手の届く位置にモーセは立つ。立って
は，どなられ，なだめられ，そして一方的な指示をうける．しかもそれを遵守しなければ
「殺す」と言われておどかされる．著者にはモーセという男が小心者に思えてならない．
なぜならば，神の言葉の一言一言に畏れ，おびえ，またその度ごとに吐き，そして吸うか
れの「息」する音が聞えてくるようであるからである．かれは強情な民の訴えを一日中坐
ったままで聞きまた書いた（18：　15）。
　この一筆からもかれの「からだ」と「人」の強さを察知することが出来ない訳ではない
が，全篇を通して受けるかれの人間像は，やはり，小さく，純で，自由なハートの持主で
あったように思う．その根拠は，モーセ自身を中心に考察するのではなくて，神がいかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただかれをこきつかい，ひきつりまわしたかを見れば明らかであるからである．正しい難しい
　　　くるしみ者には苦難が多い。神に愛されている証拠である。モーセこそ正にその「人」であり，そ
の使命を全うするために「からだ」を休めるいとまがなかったのである．聖詩人はうたう
（34：19）一
　　　　　　　　　：叩～　為か挙　吻P議　門解　ハ魑　niRn・34：19
　　　　　　　　　（ヤハウェは）　　（彼を救う〉　（すべてその申から）　（賎しい入は〉　（苦しをもつ）　　（多くの）
　ただ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くるしみ
　義しい人，その人はだだ苦難のみ，
　ヤハウェ，その苦難のすべての中から救う．（私訳）
また，「ヘブライ人への手紙」の訳者も耀こう記す（12：5b－6）一一
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sb　v｛g’　saOV，　1．tih　6＞vt￥d）pu　Tgat6£iag　Kepioo
　（息子よ）　（わたしσ）〉　（ないがしろにするな）　　（讃練を）　　（主の）
pnSt　SKX50v　6fr’　a6Tos　SXey＞〈6pEvoq’
（またおどおどするな）　　（よって）　　（彼に）　　（遺骨されても）
6　δv　　　γdp　　　（＆γα丁τ啄　　K6ρlo（；　丁ταtδε6εi，　　　辞（xστtγoi
（者を〉（なぜなら）　（愛する〉　　（主は〉　　（訓練し）　　（懲らしめられる）
　SS　fv（ftv’；（x　D｛6v　6v　f［otpa66＞〈E’rat．
　　（すべて〉　（子は）　（ところび）〉　　（愛を受ける）
5b　伜よ，主の特訓をバ甘くみるな，どんなに
　やっつけられても，バタバタするな。
　6　それは，主のお気に入りの者を特訓し，
　　その者を徹底的にやっつけるからさ。（私訳）
　ヤハウェから終生懲らしめを受けるのは，モーセに限らない．ヤハウェに掴まった者は，
彼のように，いや彼以上に特訓を受けねばならない．それは，五千年の人類の歴史が物語
る。しかし，なぜモーセがヤハウェに捉えられたのであろうか。わからない。ただイエ系
が「わたしを遣わされた父上（ヤハウェ）が引っ張ってくだされなければ，だれもわたし
の所に来ることは出来ない．」と言われた言葉だけがその秘密を解くカギであろうか（ヨ
ハネ福音書・6：44）。また，ヤハウェに捉えられた者がなぜ皆多くの苦難（くるしみ）を
受けねばならないのであろうか。これもわからない。そしてさらに，なぜその苦しみが
「からだ」の苦しみでなくてはならないのであろうか。
本文中のギリシャ語，ヘブライ語の字母は平沢所有のものを使用．
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